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事業事前評価表（技術協力プロジェクト） 

 

担当部課：森林・自然環境協力部 

森林環境協力課 
 
案件名：東部アマゾン森林保全・環境教育プロジェクト 
(The project for Forest Conservation and Environmental Education in the Eastern 
Amazon) 

対象国：ブラジル連邦共和国 
実施地域：パラ州サンタバーバラ郡「アマゾン群馬の森」（州都ベレーン市より約 50 ㎞） 

プロジェクト実施予定期間：2004 年１月 17 日～2007 年 1 月 16 日 

Ⅰ プロジェクト要請の背景 
 アマゾン熱帯雨林の保全は地球的規模の課題であり、対ブラジル援助重点分野の一つで

ある環境分野の中でも最重要テーマとして位置付けられている。アマゾン地域の一部であ

り、ブラジル北部に位置するパラ州においては、木材の伐採、入植事業による農地化、牧

場開発による森林の破壊が深刻となっており、森林保全の技術普及並びに一般市民を対象

として森林保全の重要性を啓蒙することが急務となっている。 
 パラ州サンタバルバラ郡（ベレーン市から 50km）にある「アマゾン群馬の森」は、地球

的規模での森林保護活動の必要性を世界に訴えることを目的として、「アマゾンに群馬の

森をつくる会」が北伯群馬県人会（本部：パラ州ベレーン）と共同で、日伯両国において

募金活動を実施し、この資金により 1996 年に取得した面積 540ha を有する熱帯雨林の原

生林である。また、北伯群馬県人会は群馬県等の補助を受け、1997 年に「アマゾン群馬の

森」の中にビジターセンターを設立している。同ビジターセンターは、広くブラジル内外

の学生や研究者の利用に供されている。 
 この「アマゾン群馬の森」を活用して、日伯の研究者・技術者が森林保全や森林資源の有

効活用に係る技術普及等の活動を行い、その結果を群馬県民に PR することで熱帯雨林保全

の大切さを訴えていきたいとして、群馬県より JICA との連携による技術協力の実施に係る

打診がなされた。これを受け、JICA は 2002 年 1 月に群馬県の参加を得てプロジェクト形

成調査を実施した。この結果、「アマゾン群馬の森」は大都市ベレーンに近く、デモンスト

レーション効果が高いことから、森林・自然環境保全に係る活動を行うとともに、その成

果を積極的に発信し、環境教育の場として機能させることが有益であることが明らかにな

った。この後、活動内容について検討を重ねた結果、「自然環境教育活動」「植林及びアグ

ロフォレストリーの技術普及」および「情報発信・広報活動の強化」の３点にまとめられ

た。 
 パラ州科学技術環境局（SECTAM）も大都市ベレーンの近郊では数少ない広面積の熱帯雨

林である「アマゾン群馬の森」の価値を認識し、これを活用した技術協力の実施に高い関

心を示し、環境教育、植林技術及びアグロフォレストリーの３分野にかかる専門家派遣要

請がなされた。また、エミリオゲルジ博物館（MPEG）が環境教育分野の協力機関として、

ブラジル農牧研究公社（EMBRAPA）東部アマゾン農牧研究センターが植林・アグロフォ

レストリー分野の協力機関として参加の意を示している。 
 



Ⅱ 相手国実施機関 
(1) パラ州科学技術環境局(SECTAM)（プロジェクト監督機関） 
(2) エミリオゲルジ博物館(MPEG) 
(3) ブラジル農牧研究公社東部アマゾン農牧研究センター(EMBRAPA Agroforestry 

Research Center in Eastern Amazon) 
 
Ⅲ プロジェクトの概要及び達成目標 
(1) 上位目標 

（目標）東部アマゾンにおける森林・自然環境保全が促進される。 
（指標）東部アマゾンの森林・自然環境保全活動の実施回数。 

(2) プロジェクト目標 
（目標）パラ州において、森林・自然環境保全に関する活動が促進される。 
（指標）SECTAM、MPEG、EMBRAPA Agroforestry Research Center in Eastern 

Amazon の森林・自然環境保全活動の実施回数。 
(3) 成果（アウトプット）・活動 
成果 1：パラ州における自然環境教育活動が促進される。 

1-1 環境教育及びエコツーリズムのための展示・教育施設及び｢アマゾン群馬の森｣のイン

フラ整備を行う。 

1-2 環境教育のための生物多様性調査(インベントリー)を実施する。 

1-3 地域住民、教員及び学生(小・中学生を含む)を対象に自然環境教育活動を行う。 

成果 2：パラ州における植林及びアグロフォレストリーの技術普及が促進される。 

2-1 植林及びアグロフォレストリーの生産技術開発を行う。 

2-2 植林及びアグロフォレストリーの農民への技術普及を実施する。 

成果 3：パラ州のアマゾンの森林に関する情報発信・広報活動が強化される。 

3-1 「アマゾン群馬の森｣における活動に関する情報を発信するホームページを開設する。 

3-2 学校、コミュニティー及び一般市民を対象として、環境をテーマとしたセミナー及び

ワークショップを開催する。 
(4) 投入（インプット） 
【日本側】協力金額：200,000 千円 
■ 長期専門家 (2 人×3 年) 

ﾁｰﾌｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ兼環境教育  24M/M 
ﾁｰﾌｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ兼育苗・造林 12M/M 
業務調整兼ｱｸﾞﾛﾌｫﾚｽﾄﾘｰ   36M/M 

■ 短期専門家 適宜 
 環境教育プログラム作成 
森林保全・植林活動 
熱帯果樹生産 
エコツーリズム、その他必要な分野等 

■ 建築物及び設備 
■ パソコン・事務関連資機材、車両、育苗・造林・アグロフォレストリー普及機材等 
■ 研修員受入 
環境教育、森林生態研究、持続的農業等 
【ブラジル側】 
■ C/P 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・ﾃﾞﾚｸﾀｰ   36M/M 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾏﾈｰｼﾞｬｰ   36M/M 
環境教育 
森林生態研究 



アグロフォレストリー 
運転手 

■ 施設：プロジェクト事務所（SECTAM） 
■ ﾛｰｶﾙｺｽﾄ：上記事務所管理費 
(5) 実施体制 
 本プロジェクトは SECTAM、MPEG、EMBRAPA Agroforestry Research Center in 
Eastern を C/P 機関とし、「アマゾン群馬の森」をプロジェクト・サイトとする。また、日

本側にあっては、群馬県庁を協力機関とする。 
 
 

  
Ⅳ 評価結果 
（１） 妥当性 
本プロジェクトの協力内容は、ブラジル政府のアマゾン政策の基本である「法定アマゾ

ン国家総合政策」（1995 年）、並びにルーラ政権の「ブラジルの開発におけるアマゾンの位

置」（2002 年）で示された生物多様性保全や持続的生産システムの推進などの方向性に合致

している。また、環境教育活動は、パラ州政府の「州環境教育計画 指針と政策」（2000
年）に示された環境教育の推進に貢献するものである。本プロジェクトはＪＩＣＡのブラ

ジル国別事業実施計画の重点開発課題の「環境保全」生態系保全プログラムに位置づけら

れている。また、「環境教育」、「植林技術」及び「アグロフォレストリー」分野についてブ

ラジル側各関係機関は高い関心を示している。さらに大都市ベレーンから僅か 50km の位

置に、貴重な森林資源を有するプロジェクト・サイト「アマゾン群馬の森」があることか

ら、これら活動の情報発信・広報の観点からも実施妥当性は高いと言える。 
（２） 有効性 

東部アマゾン森林保全・環境教育 
プロジェクト 

ブラジル外務省 
ブラジル国際協力庁（ABC） 

在 北 伯

群 馬 県

人会 
 
森 と 施

設 の 開

放 

独立行政法人国際

協力機構 
専門家派遣・研修員

受入、機材供与等 

群  馬  県 
専門家派遣・研修員受入、

横断的な支援協力体制 

パラ州 
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ、ｶｳﾝ

ﾀｰﾊﾟｰﾄ配置等 

外 務 省 

協 力 
合 意 

要請 
要請 

実施機関：パラ州、JICA、群馬県、 
MPEG、EMBRAPA 
協力機関：在北伯群馬県人会 

支援：合同調整委員会 

民間から支

援・協力の窓

口 

R／D 



「群馬の森」を中心にした森林・自然環境保全活動の推進は、「群馬の森」のアクセスが良

いこと、天然林としての価値が高いこと、活動内容に対するブラジル側関係機関のニーズ

が高いこと、などからプロジェクト目標は達成される見込みが高い。また、本協力で「群

馬の森」の区域ごとに環境教育やエコツーリズム、またアグロフォレストリー圃場など機

能別の施設を整備することから、周辺地域の学校の生徒、大学生、研究者、地域住民等に

活用されることが見込まれている。 
（３） 効率性 

プロジェクトの長期専門家 2 名は協力活動を企画し管理する役割とし、実施は出来る限

りブラジル側のリソースを活用することを前提とした投入計画としている。また、施設や

機材に関する投入についても、既存の施設を生かすとともに、「群馬の森」に集中させるた

め、投入が分散せず効率的である。 
（４） インパクト 

実施機関であるエミリオゲルジ博物館やEMBRAPA東部アマゾン研究センターはパラ州

に限らず東部アマゾン全域を対象にした組織であり、プロジェクトが発信する情報やウェ

ブサイトは広く関心をよぶ可能性がある。さらには「アマゾン森林インベントリーネット

ワーク」のような全国的なデータベースへ「群馬の森」のデータを発表していくこと、ま

たベレーン市に拠点のある木材輸出協会（ＡＩＭＥＸ）等の在来樹種の植林に積極的な団

体などと協力をしていくことにより、広くパラ州と周辺地域に「群馬の森」を通じた森林

保全活動を推進していくとする上位目標の達成は可能であると考えられる。 
（５） 自立発展性 
「群馬の森」は北伯群馬県人会が所有者であり、協力期間中は同会とパラ州の間の合意に

もとづき活動場所として提供されるものである。協力終了後に、パラ州政府・エミリオゲ

ルジ博物館等が環境教育・研究のフィールドとして引き続き活用していく可能性は高い。

しかし、施設の維持管理費に関しては、見学者から「群馬の森」の利用料などを徴収して

自立できるように経営戦略をたてていく必要がある。 
Ⅴ 外部要因リスク 
(1) ブラジル政府のアマゾン熱帯雨林保全政策が継続される。 
(2) パラ州政府（例えば森林保護・保全、治安維持）や C/P 機関の協力が継続される。 
(3) 参加各機関の財政事情が急激に悪化しない。 
(4) 植林及びアグロフォレストリー分野については、異常気象などによる展示、実証圃な

どが壊滅的な事態に陥らない。 
Ⅵ 今後の評価計画 
(1)  半年ごとのプロジェクト・チームの報告書等によるモニタリング 
(2)  １年ごとに合同調整委員会によるモニタリング 
(3)  プロジェクト中間評価（プロジェクト開始後 1.5 年）及び終了時評価（プロジェクト 

終了前約 0.5 年） 
(4)  終了後５年後及び１０年後などの事後評価 
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－1－ 

調 査 概 要 

 

１．背景 

 

アマゾン熱帯雨林の保全は地球的規模の課題であり、対ブラジル援助重点分野

の一つである「環境分野」の中でも最重要テーマとして位置付けられている。こ

のアマゾン地域の一部であり、ブラジル北部に位置するパラー州においては、木

材の伐採、入植事業による農地化及び牧場開発による森林の破壊が特に深刻とな

っており、森林保全の技術普及並びに一般市民を対象として森林保全の重要性を

啓蒙することが急務となっている。 

 パラー州サンタバーバラ郡にある「アマゾン群馬の森」(ベレーン市街地から

約 50km)は、「アマゾンに群馬の森をつくる会」が北伯群馬県人会(本部：パラー

州ベレーン市)と共同で日伯両国において募金活動を実施し、この資金により 1996

年に取得した面積 540ha を有する熱帯雨林の原生林であり、地球的規模での森林

保護活動の必要性を世界に訴えることを目的として誕生した。さらに北伯群馬県

人会は、群馬県等の補助を受けて 1997 年に「アマゾン群馬の森」の中にビジター

センターを設立している。この施設は、広くブラジル内外の学生や研究者の利用

に供されている。 

 この「アマゾン群馬の森」を活用して、日伯の研究者・技術者が森林保全や森

林資源の有効活用に係る技術普及等の活動を行い、その結果を群馬県民に PR する

ことで、熱帯雨林保全の大切さを訴えていきたいとして、群馬県より JICA との連

携による技術協力の実施について打診がなされた。これを受け、JICA は 2002 年 1

月に群馬県の参加を得てプロジェクト形成調査を実施した。そして、「アマゾン

群馬の森」は大都市ベレーンに近く、デモンストレーション効果が高いことから、

森林・自然環境保全に係る活動を行うとともに、その成果を積極的に発信し、環

境教育の場として機能させることが有益であるとの結論を得た。この後、さらに

検討が重ねられた結果、「自然環境教育活動」、「植林・アグロフォレストリー

の技術普及」及び「情報発信・広報活動の強化」の 3分野における協力の必要性

があげられた。 

 パラー州科学技術環境局(SECTAM)も、大都市ベレーンの近郊では数少ない広面

積の熱帯雨林である「アマゾン群馬の森」の価値を認識し、これを活用した技術

協力の実施に高い関心を示し、環境教育、植林技術及びアグロフォレストリーの 3

分野にかかる専門家の派遣を要請した。また、エミリオ・ゲルジ博物館(MPEG)が

環境教育分野の協力機関として、ブラジル農牧研究公社(EMBRAPA)東部アマゾン農

牧研究センターが植林・アグロフォレストリー分野の協力機関として参加の意を

示した。 

 

２．調査目的 

 

2003 年 6 月に派遣した「アマゾン森林・自然環境保全基礎調査」において、ブ

ラジル側関係機関 3者（パラー州科学技術環境局（SECTAM）、エミリオ・ゲルジ

博物館（MPEG）、ブラジル農牧研究公社（EMBRAPA））と協力内容について協議を

行った。当調査団においては、協力開始前に活動内容について各関係機関と最終

的な合意を得ることを目的とした。署名事項は、「M/M（R/D(案)及びプロジェク
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ト・ドキュメント最終版(PDM、PO を含む活動詳細内容記載）を含む）」及び「ア

マゾン群馬の森関連施設の使用に関する覚書」の 2種類である。 

 

３．調査団員 

 

総 括 宍戸 健一 JICA 森林･自然環境協力部 森林環境協力課長 

森林保全/ｱｸﾞﾛﾌｫﾚｽﾄﾘｰ 田中 修  群馬県特別政策本部 第一課長 

環境教育 土屋 真志 群馬県特別政策本部 第一課主幹 

計画管理 柿田 雅胤 JICA 森林･自然環境協力部 森林環境協力課員 

  ※なお、群馬県より高木政夫 県議会議長及び南雲正和 議会事務局次長が

11/17 まで同日程で合流。 

 

４．調査日程 

 
11/12 (水) 東京発 
11/13 (木) 7:35 サンパウロ着  

JICA サンパウロ支所、在伯群馬県人会、移住資料館視察 
18:10 サンパウロ発／19:39 ブラジリア着 

11/14 (金) JICA ブラジル事務所打合せ、ブラジル国際協力庁（ABC）表敬、大使館表敬 
11/15 (土) 10:11 ブラジリア発／11:40 ベレーン着 

JICA ベレーン支所事務所打合せ 
11/16 (日) 「群馬の森」現地調査、在北伯群馬県人会と協議 
11/17 (月) 9:00 パラー州科学技術環境局（SECTAM）局長表敬 

11:00 ブラジル農牧研究公社・関係ラボ調査 
15:00 関係機関合同会議（R/D、書説明、プロジェクトのフレームワークについて協議） 

11/18 (火)  9:00 関係機関合同会議（プロジェクトのフレームワークについて協議２） 
15:00 SECTAM 局長他 C/P と協議（於：「群馬の森」） 

11/19 (水) 9:00 関係機関合同会議（ミニッツ案説明・協議） 
11:00 POEMA 
15:00 ｴﾐﾘｵ・ｹﾞﾙｼﾞ博物館館長表敬 
17:30 在北伯群馬県人会と協議（伯側との協議結果報告） 

11/20 (木)  8:30 ミニッツ署名 
 

５．協議内容 

 

関係機関 3 者との協議は、主に PDM・PO の検討・修正を行うことで進められた。

この結果（付属資料 1）をプロジェクト・ドキュメント全編に反映させ、M/M 合意

に至った。 

R/D については、調査団派遣前に「案」を関係機関及びブラジル国際協力庁

(ABC)に提示したが、ABC の確認が間に合わず署名には至らなかった。また、

SECTAM が R/D ポルトガル語版を ABC に提示する必要があったため、これを JICA 側

で作成したうえ、英・ポルトガル語版両方の R/D 案を合意文書(M/M)に添付した。

ABC 担当職員にも M/M 署名式には同席頂き、早急に R/D 署名手続きを進めることを

約束頂いた。現在(2003 年 12 月)JICA ブラジル事務所による持ち回り署名中であ

り、12 月中の完了を目指している。 

協議における概要報告及び主な確認内容は次のとおり。 
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○概要報告 

z SECTAM を始めとする伯側関係機関は、環境教育及びアグロフォレストリー

について活発な活動を展開しており、どの機関も「群馬の森」について、生

物多様性保全、環境教育、種子採取、アグロフォレストリーなどの見地から

極めて高い評価を与えている。 

z 前回の基礎調査後伯側関係機関から提出された要望をベースに、JICA 側か

ら「『群馬の森』が地域住民に対して開かれた場となり、環境教育、森林保

全活動等において関係機関に広く活用される」というプロジェクトの枠組み

について基本的に合意に達した。 

z また、施設の保有者である在北伯群馬県人会も今後はより広くパラー州及

びブラジル国民に利用してほしい（貢献したい）との意向を有しており、群

馬県の支援も得て、今回のプロジェクトに協力し、土地・施設を無償貸与

（宿泊料を除く）することに合意した。 

z どの機関も積極的な参加意欲があり、将来にわたり「群馬の森」を様々な

活動の場として活用することを望んでいる。今回のプロジェクトで整備され

た「群馬の森」が様々な活動に利用され、一般ビジターにも開かれたものと

するためには、コストが必要であり、群馬県からの支援のみならず、パラー

州等地域住民を含めた幅広い協力体制を構築する必要があるが、現時点では

プロジェクト終了後の継続的な利用の具体的な方法論や役割分担については

コンセンサスがない。 

z 従って、プロジェクト活動を継続していく中で、「群馬の森」が事実上

「日伯友好の森」となるよう実績を積み重ね、パラー州民にも保全や継続的

な利用を求める声が出るよう努力する必要がある。伯側各機関も「群馬の

森」が良好な状態で保全され、一層活用されるためには地域住民との関係を

深めることが重要であるとしている。 

z 上述のとおり、伯側関係機関との一連の協議を通じ、プロジェクトの枠組

み（Project Document）及び R/D の内容について、合意に達したため、ミニ

ッツに取りまとめることが出来た。併せて、施設利用に関する覚書にも署名

がなされた。 

z しかしながら、R/D については伯側の手続きとして実施機関が合意した案文

について、ABC による審査を受ける必要があることから、署名には到らず後

日署名ということとなった。 

 

○主な確認内容 
１ 上位目標 

「東部アマゾンにおける森林・自然環境保全が促進される。」 

２ プロジェクト目標 

「パラー州において、森林・自然環境保全に関する活動が促進される。」 

３ プロジェクト成果 

① パラー州における自然環境教育活動が促進される。 

② パラー州における植林及びアグロフォレストリーの技術普及が促進される。 

③ パラー州のアマゾンの森林に関する情報発信・広報活動が強化される。 
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４ 活動内容 

1-1 環境教育のための生物多様性調査を実施する。 

1-2 地域住民、教員及び学生（小・中学生を含む）を対象に自然環境教育活動を行う。 

1-3 環境教育及びエコツーリズムのための展示・教育施設及び「アマゾン群馬の森」のイ

ンフラ整備を行う。 

2-1 植林及びアグロフォレストリーの技術開発を行う。 

2-2 植林及びアグロフォレストリーの農民への技術普及を実施する。 

3-1 「アマゾン群馬の森」における活動に関する情報を発信するホームページを開設する。 

3-2   学校、コミュニティー及び一般市民を対象として、環境をテーマとしたセミナー及び

ワークショップを開催する。 

５ 相手国実施機関 

 「パラー州科学技術環境局（SECTAM）」 

 （但し、活動分野毎で関係機関との連携・調整を行う。） 

・ 「成果①③について」エミリオ・ゲルジ博物館（MPEG） 

・ 「成果②③について」ブラジル農牧研究公社（EMBRAPA）東部アマゾン農牧研究セ

ンター 

６ プロジェクト対象地 

 「アマゾン群馬の森」 

 （但し、トメアス等他地域と連携をとる場合は、必要に応じ活動範囲を拡大する。） 

７ 協力期間 

 「3 年間」 

８ 投入計画 

 各関係機関と協議のうえ、適切な投入規模を検討する。 

 「日本側投入」 

①長期専門家（以下の分野を担当する専門家を年間２名ずつ派遣する。） 

   －チーフアドバイザー 

   －業務調整 

   担当する専門分野 

   －環境教育 

   －アグロフォレストリー 

   －育苗/造林 

②短期専門家（以下の分野を含め、必要に応じて派遣する。） 

   －環境教育 

   －植林活動 

   －熱帯果樹生産 

   －エコツーリズム 

③機材 

 車両、情報整理用機材（パソコン等）、環境教育用資機材、 

植林・アグロフォレストリー関係資機材 

「ブラジル国側投入」 

   カウンターパート配置計画 

・プロジェクト・ディレクター 

    パラー州科学技術環境局（SECTAM） 環境保護部長 

・プロジェクト・マネージャー 

    パラー州科学技術環境局（SECTAM） 環境保護部環境課長 

・カウンターパート総員 

（SECTAM 職員） ＜略＞ 

（MPEG 職員）  ＜略＞ 

（EMBRAPA 職員） ＜略＞ 

９ ジョイント・コーディネイティング・コミッティ（合同調整委員会）設置 

  プロジェクトの円滑な進行を目的とし、審議会形式で設置する。構成については以下のと
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おり。 

「ブラジル国側」 

 議長：SECTAM 環境保護部長 

ABC（ブラジル国際協力庁） 

SECTAM 

MPEG 

EMBRAPA 東部アマゾン農牧研究センター 

サンタバーバラ郡政府 

「日本国側」 

JICA ブラジル事務所 

JICA ベレーン支所 

JICA 専門家 

在伯日本国大使館担当書記官（オブザーバー） 

在ベレーン日本国総領事館担当書記官（オブザーバー） 

 

６．調査総括 

【本件協力の意義】 

本プロジェクトは、人類共通の貴重な熱帯林を有するアマゾンにおいて、森林

保全に資する以下の諸活動を促進するというものである。 

（１）アマゾンの自然及び保全活動の重要性について、地域住民に理解を得る

ための環境教育 

（２）アマゾン流域に住む住民が、持続的な生産活動を行うためのｱｸﾞﾛﾌｫﾚｽﾄﾘｰ 

（３）広くアマゾンの自然に関する情報発信 

本件は、伯側の実施機関も諸活動を積極的に行う意向を有しており、具体的な

成果を見込め、アマゾンの森林保全に資することから協力の妥当性は高い。また、

サイトとなる『群馬の森』は、在北伯群馬県人会が群馬県及び県民の善意により

取得したものであり、環境保全を全面に打ち出している自治体である群馬県と

JICA が協力して、アマゾンの自然環境保全に取り組むという象徴的な意味を有す

る。あわせて、プロジェクト活動が群馬県内はじめ日本国内にも活動が広く紹介

されることにより、日本国民にも裨益する案件であると評価できる。 

【プロジェクトの将来構想について】 

どの機関も積極的な参加意欲があり、将来にわたり「群馬の森」を様々な活動

の場として活用することを望んでいる。今回のプロジェクトで整備された「群馬

の森」が様々な活動に利用され、一般ビジターにも一層開かれたものとするため

には、コストが必要である。本件協力期間は、群馬県からの支援が行われる見通

しがあるが、将来的には、パラー州等地域住民を含めた幅広い協力体制を構築す

る必要がある。残念ながら、現時点ではプロジェクト終了後の将来の継続的な利

用の具体的な方法論や役割分担についての具体的なコンセンサスがない。従って、

プロジェクト活動を継続していく中で、「群馬の森」が事実上「パラー州民の

森」となるよう実績を積み重ね、パラー州民にも保全や継続的な利用を求める声

が出るよう努力する必要がある。伯側各機関も「群馬の森」が良好な状態で保全

され、一層活用されるためには地域住民との関係を深めることが重要であるとし

ている。 

【他の案件との連携について】 

JICA はアマゾン地域において、本件に関連が深い協力を実施している。 
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（１）技術協力プロジェクト・東部アマゾン熱帯農業研究（-2004.3） 

（２）草の根技術協力・アマゾン自然学校（2003/11-2006/11） 

本プロジェクトにおける森林分野の協力は、天然林を利用した種子の採取及び

アグロフォレストリーの展示・普及であり、技術開発を行うことを予定していな

い。従って、本件においては、過去（１）の類似の協力で実施された技術協力の

成果（技術開発）を生かす必要がある。また、環境教育については上記（２）の

協力において、ブラジル南部の大都市から子供をトメアスに呼び自然の重要性等

について教えることを予定しているが、施設や教材などを相互に利用するなどの

連携により、一層効果的な環境教育プログラムが期待できる。その他にも、アマ

ゾンの森の持続的・効率的な利用という観点では、アマパ州ヴァルゼア森林保全

（2002 年度短期専門家派遣、新規案件要請中）も自然資源の有効活用（循環型社

会の実現）という意味では、生きた教材となるものであり、これらの協力を有機

的に関連付けて協力を進め、JICA の協力全体としてより大きなインパクトが得ら

れるように進めることが重要である。 

 

７．プロジェクト開始までのスケジュール 

 

 ・12 月 24 日 実施協議調査帰国報告会 

・2004 年 1 月 17 日 長期専門家派遣、協力開始 

 ※平成 15 年度中に専門家派遣 1名予定 「環境教育（プログラム作成）」 

 

 

 

 

 

以 上 
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別紙１ プロジェクトの将来構想について 
 
 本プロジェクト実施期間中においては、 

①プロジェクトにより「群馬の森」の施設整備および伯側関係機関の活動強化が行われる 
②群馬県及び関係機関の支援により、「群馬の森」の施設維持・管理が行われる 

ことになるが、本プロジェクトの終了以降どのように施設を運営し、活動を継続するかについては、

今後関係機関により継続検討されることとなっている。 
現時点で、考えられる主なオプションは次のとおりであるが、本プロジェクトの成果を最大限活

用するためには、『群馬の森』が、より公益性が高い形で運営されるオプション１に近づく方が望

ましい。そのためには、本プロジェクト活動期間中に伯側及び日本側の関係機関との関係を強化

する必要がある。 
 

選択肢 利点 欠点 
オプション１ 
伯国内にＮＰＯ法人を設立し、在北伯

群馬県人会、群馬県関係機関のみなら

ず日・伯の幅広い参画を呼びかける。 

「群馬」の看板を取る 

 

・幅広い受け皿となり、本邦企業な

どの支援を得やすい 

・現地で、成果が幅広く活用される

可能性が高い 

・他の案件も支援できる 

 

・ＮＰＯ法人設立までに時間と労力

を要する 

・群馬色が薄まる（現物出資で発言

権は担保され得る） 

オプション２ 
現行どおり、在北伯群馬県人会が主体

となり、群馬県関係機関及び伯側関係

機関の支援を受け運用。 

プロジェクトの枠組み継承 

 

 

・実施体制の構築が容易（機動的） 

・運営責任が明確（群馬県との関

係が深い）。 

 

・成果の活用は限定的であり、本

邦企業などの幅広い支援はやや

得にくい 

 

オプション３ 
現行どおり、在北伯群馬県人会が主体

となり、群馬県関係機関の支援を受け

運用。 

現行体制に戻す 

 

 

・実施体制の構築が容易（機動的） 

・運営責任が明確（群馬県との関

係が深い）。 

 

・プロジェクトの施設機材を全てこ

の形で引継ぐのあれば、公益性

が低く、投入は限定的とならざる

を得ない。 
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別紙２ 関連機関等の概要・活動計画 

 

 

 東部アマゾン森林保全・環境教育プロジェクトのカウンターパートとなるブ

ラジル側の関係機関は、パラ州科学技術環境局（SECTAM）、エミリオ・ゲルジ博

物館（MPEG）ブラジル農牧研究公社東部アマゾン農業研究センター（EMBRAPA）

の３機関で、SECTAM を窓口として、次のような活動が展開される計画である。 

 なお、活動の実施にあたっては、群馬の森の所有者である在北伯群馬県人会

が置く予定の管理責任者を窓口として連絡、調整を密にする必要がある。 

 また、将来的な自立方策については、カウンターパートになる３機関、在北

群馬県群馬県人会、ＪＩＣＡ、群馬県でプロジェクト活動のひとつとして捉え

て、活動開始時から協議を続けることが肝要である。具体策については、既に

貧困対策を企業的に進めている NGO 持続的開発活動センター（POEMAR）等と連

携して検討する。 

 

機 関 名 パラ州科学技術環境局（SECTAM） 

機 関 の 概 要 

・ 1993 年７月設立、州の科学技術の開発、環境の保護と保全を所

管する。パラ州環境法（1995 年制定）が法的根拠。 

・ 環境部（環境調査教育課、ｱｸﾞﾛﾌｫﾚｽﾄﾘｰ課等）が担当 

活動計画の概要 

・ ブラジル側の窓口機関 

・ 自然環境教育やエコツーリズムに対応した施設整備 

・ 動植物を観察するための観察塔、歩道等の整備 

・ 広報資料の作成、ホームページの開設 

・ 学校、コミュティー及び一般市民を対象にしたセミナーの開催 

特 記 事 項 
・ 来年、５月にパラ州科学技術環境局長が訪日予定。 

 

 

機 関 名 エミリオ・ゲルジ博物館（MPEG） 

機 関 の 概 要 

・ アマゾンの動植物、インディオ、自然環境などの研究を行なっ

ており、アマゾン最古の自然科学系の研究施設。1866 年設置。 

・ 少年研究クラブなどを対象に環境教育を実施。ベレンから西へ

400Km のカシュアナに 30,000ha 研究保存林を所有。 

・ 園内には 2000 種を超える植物、鳥類、動物の動植物園、稀少魚

類を集めた水族館を付帯。 

活動計画の概要 

・ 日伯の両国文化、自然科学の常設展示 

・ 環境教育補助機材、標本等の作成 

・ 動植物のインベントリー調査 

・ 少年研究クラブの設置、活動支援 

・ 巡回自然環境教育活動の実施 

特 記 事 項  
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機 関 名 
ブラジル農牧研究公社東部アマゾン農業研究センター 

（EMBRAPA） 

機 関 の 概 要 

・ ブラジル農牧研究公社全体で、研究者 512 名（うち博士約 30％）

アマゾン地域に６カ所の研究拠点。 

・ ベレン市のある東部アマゾン農業研究センターベレンは、水源

地を含む 2,000ha の土地を所有。 

・ 英国国際開発省（DfID）の協力で「アマゾン地帯の天然林施業

地区の遺伝資源プロジェクトを実施中 

・ 熱帯果樹、アグロフォレストリー研究に実績 

活動計画の概要 

・ アマゾン原産熱帯果樹展示圃の設置 

・ 種子採種、育苗技術の開発研究 

・ 植林及びアグロフォレストリー展示圃の設置 

・ 植林及びアグロフォレストリーシステム研修会の開催 

特 記 事 項 
・ パラ州木材工業輸出協会（AIMEX）と連携 

・ トメアス日系農業研究会等と連携 
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別紙３ 群馬県としての JICA プロジェクト支援体制について 

 

 

平成１５年１２月２４日  

群馬県特別政策本部第一課  

 

群馬県としても、ＪＩＣＡ「東部アマゾン森林保全・環境教育プロジェクト」実施中は、

次のとおり全庁的な支援、協力を行うこととする。 

また、群馬県としては、このプロジェクトを契機としてブラジル国パラ州との経済交流、

研究交流などが拡大し、将来的には姉妹提携などに発展することを期待している。 

 

第１ プロジェクトの国内協力 

１ 専門家派遣協力 

群馬県を窓口に長期、短期専門家の選定に協力する。なお、当面の短期専門家は次の分

野を調整中。 

（２）環境教育（環境教育プログラム作成）※自然環境関係団体と調整中 

 

２ パラ州科学技術環境局長、カウンターパートの本邦研修の受け入れ態勢 

（１）来年５月中旬を目途に、JICA プロジェクトのカウンターパートになるパラ州科学

技術環境局長等をパラ州、JICA、群馬県（国際課）で調整する。 

 

（２）JICA プロジェクトに係わるカウンターパートの本邦研修について、ブラジル側の

要望を踏まえながら群馬県を窓口に受け入れ態勢を整える。 

 

第２ 県単独事業の実施 

１ 本年度実施事業 

（１）第３次こども緑の大使派遣事業：NPO 法人森の会、県緑づくり推進センター  

県内の小学校６年生から選抜した６名をアマゾン群馬の森等に派遣した。 

※ 第１次 1999 年 ５名、第２次 2000 年 ８名 

 

（２）群馬県青少年国際交流支援事業（新規）：県青少年こども課 

青年１名を 2004 年 2 月から１年間、JICA アマゾン群馬の森プロジェクトの研修

生として派遣する。 

 

（３）かぜっこ新聞（アマゾン群馬の森特集）：県広報課 

県内の小学４～６年生全員に配布。発行部数 67,000 部 

 

（４）アマゾン群馬の森プロジェクト推進チーム設置：県国際課 

JICA プロジェクトに支援、協力すると共に県政にも活かしていくことを目的に推

進チームを設置する。 
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２ 来年度以降実施予定事業（案） 

（１）県民参加型日伯友好アマゾン群馬の森総合活用事業 

・ こども日伯友好大使派遣事業 

ブラジル国パラ州と群馬県の友好を深めるため、地球環境・森林保全・国際交流

に興味を持つ県内の小学６年生を派遣する。 

・ アマゾン群馬の森活動支援事業 

在北伯群馬県人会に対するＮＰＯ法人森の会（アマゾン群馬の森利活用委員会）

を中心とした民間支援に補助する。 

 

（２）アグロフォレストリー技術支援：県農業技術センター 

JICA プロジェクトをバックアップするため、ブラジルで実施されるアグロフォレス

トリー研修会に係わる情報収集、予備試験などを行う。 

 

（３）愛知万博（2005 年）：県国際課他 

愛知万博における「都道府県の日」の企画として、JICA プロジェクト、環境県群馬、

日伯友好親善などを盛り込んだイベントを開催する。 

 

（４）ブラジル移民 100 周年記念企画展（2008 年）：県歴史博物館 

2008 年のブラジル移民 100 周年記念事業として、県歴史博物館で「ブラジル移民 100

周年記念企画展」を開催する。なお、企画展終了後は、宮城村に残る「海外移住研修

所」跡地を活用した「移住資料室」設置を検討する。 

 

第３ ネットワークづくり 

１ 環境教育 

国内の自然環境教育団体とのネットワークを拡大させ、アマゾン群馬の森が「アマゾン

分校」契約や「アマゾンプログラム」受入などにより、永続的に活用されるよう働きかけ

る。 

 

２ 森林保全・植林活動 

国民参加型の国際協力を進める観点からも、群馬県と NPO 法人森の会を窓口として、ア

マゾン群馬の森を活用した全国の森林ボランティア､行政､森林組合等市民参加の森づくり

のネットワークづくりを展開する。 
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「アマゾン群馬の森」の関連施設の使用に関する覚書 

 

（目的） 

第１条 この覚え書きは、第２条に定めるプロジェクトに関連して、在北伯群馬県人会が

所有する「アマゾン群馬の森（以下「群馬の森」と略す。）」の土地、建物及び付帯施設

を適正に使用するために必要な事項を定めることを目的とする。 

 

（定義） 

第２条 この覚え書きにおいて、次の次号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるとこ

ろによる。 

（１） 東部アマゾン森林保全･環境教育計画（以下、プロジェクトと呼ぶ。） 

２００３年１１月２０日に JICA、群馬県、SECTAM 及びブラジル連邦政府国際協力庁

（ABC）により署名された討議議事録に基づき、JICA と SECTAM が MPEG 及び EMBRAPA 

AMAZÔNIA ORIENTAL の参加と協力を得て、パラー州の森林･自然環境保全活動の促進を目的

として実施するプロジェクトをいう。 

（２）プロジェクト責任者 

    上記（１）の討議議事録に定めるプロジェクト･ディレクター及び 

    日本側チーフアドバイザーとする。 

（３）在北伯群馬県人会がパラー州サンタバーバラ郡に所有する 540 ヘクタールの土地、

建物及び付帯施設（以下「関連施設」と略す。）とする。 

 

（関連既存施設の利用） 

第３条 プロジェクト責任者は、「群馬の森」の関連施設をプロジェクトの実施のために

使用し、その他の用途に使用しない。 

２ プロジェクト責任者は、利用開始前に施設利用計画を文書で在北伯群馬県人会に提

示し、予め了認を得ることとする。これを変更する場合も同様とする。 

３ プロジェクト責任者は、プロジェクト実施のために「群馬の森」の関連施設におい

て、修繕、機材の設置･撤去等その他の行為を行う場合には、在北伯群馬県人会から文書

による許可を取付けるものとする。 

４ 関連施設内の全部叉は一部を破壊した時、または使用により第３者に損害を与えた

時は、日伯双方のプロジェクト責任者は、すみやかに在北伯群馬県人会に報告し、その提

示を受け自己負担及び責任により一切を解決するものとする。 

 

（新規施設の建設） 

第４条 プロジェクト責任者と在北伯群馬県人会が合意した場合は、プロジェクトの実施

のために、新規施設を建設することができるものとする。 

２ プロジェクト責任者は、新規施設建設及び管理計画を在北伯群馬県人会に提示し、

予め許可を得ることとする。 
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３ その他の条件については、第３条と同様とする。 

４ 新規施設の所有権については、プロジェクト終了時にJICA、パラー州政府及び在北

伯群馬県人会との間で協議を行い、決定することとする。 

 

（宿泊施設の利用） 

第５条 プロジェクト関係者が「群馬の森」の宿泊施設を利用する場合には、在北伯群馬

県人会が定める宿泊料金を同会に支払うこととする。 

 

（通信回線使用料、電気･水道料金の分担） 

第６条 プロジェクト責任者は、プロジェクト実施により発生する通信回線使用料、電

気･水道料金をプロジェクトの討議議事録及び日伯の関係機関による協議結果に基づき、

日伯双方で分担することとする。 

 

（安全対策） 

第７条 伯のプロジェクト責任者は、プロジェクト実施中の安全対策に関する責任を負

う。  

２ 伯のプロジェクト責任者は、安全対策のため、必要に応じ、州政府軍警察に対し

「群馬の森」に対する警備の強化を要請するものとする。 

３ 日本側プロジェクト責任者は、安全対策のため、必要に応じ、自己の負担により、

警備員の配置を行うことができるものとする。 

 

（管理責任者の配置） 

第８条 在北伯群馬県人会は「群馬の森」の常勤の管理責任者を配置する。 

 

（相互協議） 

第９条 本書に定めない事項については、必要に応じ、当事者間による協議の上、さだめ

るものとする。 

 

附則 

この覚え書きは、プロジェクト関係機関及び在北伯群馬県人会の代表者による署名の日に

発効し、第２条に規定する計画が終了する日に失効する。 
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